
<保 健体育部会>
1研 究主題

「指導のね らいを明確に した指導 ・評価計画の研究開発」

一各観点の着眼点の明確化と具体例の研究開発一

皿 研究の概要

O本 研 究開発 にお いて は、信 頼性 の高 い教師 の評 価活 動 を進 め るた めに 、観 点別学 習状

況 の評価 にお ける各 観点 の考 え方 を示す と ともに 、 この考 え方 に基づ い た教師 による生

徒 の適 切 な評価 の着 眼点 を導 き、併せ て 、着 眼点の 具体 例 を示 した。

さ らに 、実践 事例 と して 、指 導 ・評価 計 画にお いて 、着 眼 点及 び その 具体 例 を関連 付 け

る と と もに 、学習 指導 案 にお いて 、 「思考 ・判断 」 の観 点 の評 価 を重点 化 した 事例 を 作

成 し、着 眼点 の具体 例 を示 した。

皿 研 究 の 内 容

1保 健 体宵科 に お ける観 点別学 習状 混の各 観点の 脅え方(例 示)

観 点別 学習 状況 の各観 点 に基 づ く評 価 を行 う際 に、 必要 な考 え方 を明確 化 して示 した。

各学 校 にお いて保 健体 育科 の教師 が各観 点 の考 え方 を共通 理解 し、 その 上で評価 規準 の作成

及 び 生徒 の学 習活 動 を評価す る ことがで き るよ うに した。

2各 銀 点の着 眠 点及びそ の異 体例 の作 成

保 健体 育科 にお ける観 点別学 習状 況 の各観点 の考 え方及 び趣 旨を基 に 、学 習指 導要領 解説

保 健 体 育編 に示 され てい る 「技 能」 「態 度 」 「学 び方 」 の 内容 を分析 し、各 観 点 の 着眼 点 を

導 き出 した。 ま た 、各 単元 にお いて 、4つ の観 点 を重 点化 す る着 眼点 の具体 例 を示 し、教 師

に よ る評 価活 動 のね らい が一層 明確 にな る よ うに した。

3r思 考 。判 断」 の騨価 を重 盧化 した学 習 指導案 の作 成

観 点別 学習 状 況の評価 に ある 「思 考 ・判断」 の観 点 を重 点化 した学習指 導 案 を作成 した。

1時 間 の授 業 におい て 「思考 ・判 断」 を重点 的に評 価す るた めに着 眼点及 びその 具体 例 を

示 した体 育分 野 『球技』(バ スケ ッ トボール)、 保 健分 野 『感 染 症 とそ の予 防』 の学 習指 導案

を作 成 し、評価 方 法を記述 した。

N保 健 体 育 科 に お け る4観 点 の 考 え 方(例 示)

保 健 体 育科 の 目標 の達成 に向 けて 、4概 点の考 え方 を示す こ とはt教 師 に よる評 価規 準 の

作成 や 指 導方 法の 見直 し ・改 善 に向 けて必 要な基礎 的 ・基本 的事 項 で あ る とと らえ、次 の よ

うに例 示 した。

「運 動 や健康 ・安全へ の関心 ・意 欲 ・態度」
・運動 の合 理的 な実践 への動機 付 け 、健 康 の保 持 ・増 進 への気 付 きにおい て 、主 体{生 徒)

の 「運 動 した い」 「競 争 した い」 「健 康 につ いて もっ と知 りた い」 な ど とい う興味や 欲

求 が 、運 動の 特性や健 康課題 と結 び付 き、 自発 的な活 動へ と促 され る よ うにな る。 〈初

期 の段 階 〉ま た 、学習 状 況 に応 じて 、 「運動 の楽 しさを味 わ い た い」 「健 康や 安 全 に 関

す る こ とを 自分 の生活 に役 立て た いJな どとい う思 いや願 い を実現 しよ うと、 自主的 な

活動 へ つ なが りを膨 らませ る よ うにな る。 〈展 開の段 階 〉 さ らに 、 これ らの 自発 的 ・自

主的 な活 動に よる運動 が繰 り返 され るこ とに よって 、そ の活動 が持続 的 な かか わ りに発

展 し、継 続性 の ある主 体(生 徒)の 学習 とな って現 れ るよ うにな る。 〈発展 の 段 階 〉

この よ うな ことか ら 『関 心 ・意 欲 ・態度 』につ いて は 、初期 の段 階か ら展 開の 段階 、

発展 の 段 階へ とつなが り相 互 に関連 し合 う情意的 側 面 と して とらえ るこ と とす る。
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「運 動 や健 康 ・安 全 につ いての 思考 ・判 断」

・運 動 の合理 的 な実践 、健康 の保 持 ・増進 の具体 的 な活動 にお いて、 自発 的 ・自主 的な 活

動 が行 われ る よ うに な る と 「で きる よ うにな りた い」 「よ り うま くな りた い」rも っ と

よ く知 りた い」な どの 自己 の 目標 を達 成す るため に、現在 の 自己の能力 ・適性 に応 じて、

他 者 の 技能 を 見た り真 似 た り、複 数 の概 念 を関連付 けて資料 を調べ 活用 した りす るな ど

して 、課題 の設 定 ・発 見や そ の解決 の方 法を考 え る よ うにな る。

この よ うな ことか ら 『思考 ・判 断』 に ついて は、今 あ る知 職や技 能等及 び個 々の情意

的側 面 を基盤 と し、課 題 に応 じて 適 切な学習 内容 ・方法 を選 択 し、工夫 ・改 善 した りす

るな どの総 合的 な認知 的側 面 と して と らえるこ ととす る。

「運 動 の技 能」
・運 動 の合理 的 な実践 の具体 的 な活 動 にお いて 、各運 動 には 、そ の固有 の構 造 的特性 と し

て の 合理性 ・普遍性 の あ る技 衛 的構 造が あ り、 それ を一 人 一人 の能力 ・適性 に応 じて獲

得 す る技能 が あ るこ とを認識 す る必 要が ある。 その技能 の 習得 におい ては 、各運 動の も

っ 強度 ・ス ピー ドな どが あ り、 自己の体 力的要 因 とも関連 してい る。 また 、生徒 一人 一

人 の身 体 の発 育 ・発 達状 況や 技能 の 習得 状況及 び学習へ の 適応状 況な どの個 人内 差 に応

じた課 題 の あ り方 とも深 くか かわ っ てい る。

この よ うな こ とか ら、『技 能 』 につ いては 、各運 動(表 現)の 楽 しさを味 わ い合理 的 な

内 容 ・方 法 を身 に付 け、体 力 の向上 を図 る上で 、運 動 の特性 に応 じた集 団 の課 題や 自己

の能 力に適 した課 題 への達 成状 況 等 の構 造的 ・効果 的側 面 と して とらえ る こと とす る.

「運 動 や健康 ・安全 につ いて の知 臓 ・理 解」
・運 動 の合 理的 な実践 、健康 の保持 ・増進 を効 果的 に進 め るた めには、運 動や健 康 の内容

にっ い て深 く理 解 し、それ を 単に知 識 と して蓄積す るだけ で はな く、適 切 にかつ 効果 的

に活用 す る こ とで 、運 動や 生活 に生 きて働 くこ とがで き るよ うにす るこ とが期 待 され る。

言 い換 えれば 、運動や 健康 の 内容 につい て深 く理解 す るとい うこ とは 、一人 一人 が 自ら

の 考 え を試 した り、技能 を発 揮 した りす る過 程及 び結果 を通 して、 よ り深 めなが ら獲得

して い くもの と考 え られ る。

この よ うな こ とか ら、『知 織 ・理 解』 につ いて は 、運動 の合理 的 な実 践 、健康 の保持
・増進 に必 要 な基礎 的 ・基 本 的 な事 項を身 に付 け深 め ると ともに 、運動や 生活 に 生 きて

働 く力 の基 盤 とな る側 面 と して と らえる こと とす る。

V研 究構想図一
■

一一

保健体育科 における4観 点の考え方

各観点の趣旨

着 眼 点

毒
指導 ・評価 計画
く各観点の璽点化〉

↓
学 習 指 導 案
重点 「思考・判断」

↓
一 着 眼 点 の 具 体 例 一
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VI体 育 ・保健 分野 にお け る各観 点 の着眼点

各観 点 の考 え方 及び趣 旨か ら次 の とお り着眼 点 とその具 体例 を導 き出 した。

1体 育分 野の4観 点の着眼 点及 びその 具体 例

r運 動 への 関心 ・意欲 ・態 度」 の観 点の趣 旨
・自 ら進 ん で運 動の楽 しさや喜 び を体揚 しよ うとす る

。 また 、公 正.協 力 、責 任 な ど
の態 度 を身に付 ける とと もに、健 康 ・安全 に 留意 して運動 を しようとす る。

・輝髄■岳嬢e癖 死M噺J国 立tt冒噛曜翫帳t匿 確曜ttンt-一
「観 点

着 日艮,点 着 眼 点 の 具 体 例 「

運
動

お
慰
■

薮
1一

塵

L

①主体性 ・繰 り返 し練 習 しよ うと してい るか
。

・新 しい技や 記録 に挑 戦 しよ うと して い るか
。

・仲 間や 教師 に ア ドバ イ スを求 め よ うと してい るか
。

・学 習 資料 を参 考 に しよ うと してい るか
.

② 責任 ・協力 ・自己の役 割(グ ルー プ内含)を 果た そ うと して い るか
。

・ア ドバ イスや 励 ま し等の声 か け を しよ うと してい るか
。

・仲 間 に援 助(補 助等)を しよ うと してい るか
,

③公正性 ・審判 の判 定や勝 敗の結 果 を受 け入れ よ うと して い るか
。

・ル ール を守 ろ うと してい るか。

④ 健康 ・安全 ・か らだ の調 子 を整 えて運動 しよ うとして い るか
。

・用 具や 器 具の安 全 を確 か めて使 用 しよ うと して い るか
。

・安全 の ための決 ま りや約 束 を守 ろ うと してい るか
。

⑤継続性 ・① ～④ を恒 常的 に行 ってい るか。
」

一
'

観点 着 且艮 点 着 眼 点 の 具 体 例 「

運 ①課題の設定
一

・自分 の能力 に適 した課題 を設 定 して いるか
。

動 ・指 導 のね らい に沿った めあて を設 定 してい るか
。

壱こ ・自己の学習 の到 達状 況 に応 じて新 た な課 題 を設 定 してい るか
。つ

し 、 ②活動内容の決定 ・自己の 能力 に適 した学習 計面 を作成 してい るか。
て ・課題 の 解決 に向 けた活動 内容 とな って い るか

。
の ・学 習 資料 や 仲 間 のア ドバ イ ス等 を基 に して学習 内容 を決 め て

塁
い るか 。

■ ③練習方法の工夫 ・学 習 資料(記 録 、 目標 値 等含)・ 教材 教 具等 を活 用 して練 習 を
半u 工 夫 してい るか。

断 ・自他 の チー ム に応 じてル ー ル や ゲー ムの仕 方 を工夫 を して い

る か 。
・自他 の チー ムに応 じて作戦 を立 てて ゲー ム等 を行 ってい る か

。
・課 題 の解 決 に向 けて場 の 工夫 を して い るか

。
・既 習経 験 を生 か して練 習 を工夫 して い るか

。

④ 自己 ・相 互評 価 ・自己の レデ ィネ ろ(準 備状 況)を 把 握 して い るか。
の仕方 ・自己の学 習 の到達状況 を把握 して い るか

。
・自己の学習 の成 果 を把握 して いるか

。

L

・他 者 か らの評価 を自己評価 に生 か して いるか
。

」
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r還 動 の技能 」の観 点 の趣 旨
・自 己の 能 力 に適 した課 題 の 解決 を 目指 して運 動 を行 うと ともに、蓮 動 の特 性 に応 じ
た技 能 を身 に付 けて い る。 また 、 自己の体 力や生 活 に応 じて体 力 を高 め るた めの 運

動 の 合理的 な行 い方 身 に付 けて いる。 師雑肋槻嗣唖旧蝉宵融輔聞圃電珊ヤ。炉一
r

観点 着 目艮 濃ミ
「

着 眼 点 の 具 体 例

運 ①運動技能の習得 ・種 目の特 性 に応 じた基礎 ・基 本的 な技 能が で きて い るか。
動 ・個 々の技 能 を組み合 わせ る ことが できてい るか

、 、
の ・ね らいに応 じた運動(表 現)が で きてい るか。
技 ・集 団 の中で 自己の技 能 を発揮 で きてい るか.
能
②自己の能力に応 ・目指 して い る技 能 が で き て い るか 。

じた習得状況 '
(蕪 壕 縢 簸 野 を鍼 できているカ㌔

③体力の向上 ・自己の能 力 に応 じて体力 を高め る運動 がで きて い るか。

㌧

・自己の 目的 に応 じて体 力 を高 め る運 動がで きて い るか。
」

r運 動 に つ い て の 知 識 ・理 解 」 の観 点 の 趣 旨
・還 動 の 特 性 と学 び 方 、 安 全 の 確 保 の 仕 方 、生 活 に お け る 運 動 の 意 義 、 体 ほ ぐ し ・体

力 の 意 義 及 び 蓮 動 の 心 身 に わ た る 効 果 に 関 す る基 礎 的 な 事 項 を 理 餌 し、知 識 を 身 に 付

け て い る 。t"■ 煙e、"■"e"o■t■R、m=tSt■me"ne■ttVf_一
r観 点

着 日艮,点
「

着 眼 点 の 具 体 例

運
動
}こ
つ
レ、
て
の
知
職
●

理
角箪

L

① 運動の特性や学
び方の理解

・自己に応 じた学習 計画 の立 て方 を理解 して い るか。
・自己や チー ムの能 力 に応 じた課 題 の設 定の仕 方 を理 解 して い

るカ㌔
・自己や チー ムの課題 を解 決す るた めの方法 を理解 して い るか。
・教材 ・教具 の正 しい使用 の仕 方 を理解 して い るか 。
・練習 時等 にお ける傷 害 の予防や 対処 の仕方 を理解 して い るか。
・生活 の 中で運 動 を実践す る方 法 を理解 して い るか.

②体ほぐし・体力
の意義と運動の

劫果の理解

・体 ほ ぐ しの運 動 のね らいにつ いて理解 して い るか。
・ね らい に応 じた運動 の選 択 ・活用 の仕 方 を理 解 してい るか。
・体力 の要素 と内容 を理解 してい るか。
・体 力 の向 上 を図 るた め に必 要 な運動 の種 類 、強度 、時 間 、頻
度 等 を理 解 して いるか。
・運 動 と心身 の関係や 適切 な運 動の効果 などを理解 して いる か。

③技能の構造の理
解

・技能 の要点 ・系統性 等 を理解 して いるか
。

・戦術(集 団 的技能)を 理 解 してい るか.
・各運動種 目に必要 な技能 の 内容を理解 して い るか。

④ル ール の理解 ・競 技 に必要 なルール を理 解 してい るか。
・ゲー ムの運営 の仕 方 を理 解 してい るか。
・審 判 の方 法 を理解 して い るか。
・記 録測 定等 の仕方 を理解 して い るか,

」
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2保 健 分野 の3観 点の着眼点 及び その具 体例

「健康 ・安全 への関 心 ・意 歓 ・態度 」の 観点の趣 旨
・自他 の 心 身の健康 や安 全に関 心 をも ち、 自ら健庫 で 安 全 な生活 を実践 す るため 、進
ん で学 習 に取 り組 もうとす る 。一

「観 点
着 日艮 ノ気

「

着 眼 点 の 具 体 例

鯨 ・安全 ①主体性 ・自 ら資料等 を活用 して調 べ よ うと してい るか。
への関か ・発 問 に 対 して 答 え よ う と して い る か

。

意欲轍 ・向 ら課 題 を もって学 習 に取 り組 も うと してい るか。
・学習 した ことを 自己の生 活 に結 び付 け よ うとしてい るか。

②協力性 ・仲 間 に ア ドバ イ ス を しよ う と し て い るか 。
・仲 間 の意見 や発表 を聞 こ うと してい るか。
・仲間 と教 え合 いなが ら学 習 しよ う として い るか.
・自己の役割 り分担 を果た そ うと して い るか、

③継焼性 ・① ② を恒常 的 に行 っ てい るか。
L '

「健 康 ・安全 に ついての思考 ・判 斯」 の観点 の趣 旨
・自他 の心 身の 健康 や安全 に関す る課 題 の解決 を 目指 して 、科学 的 に考 え 、選択 す べ

い一
「観 点

着 目艮 ノ自ミ
「

着 眼 点 の 具 体 例

甑 ・安全 ①課題の発見 ・自己 の身近 な生活等 に基 づ いて課題 を発見 してい るか。

についての ・学 習資 料等 の活用 か ら課題 を発 見 してい るか。

思考・糖 ・地 域社 会か ら課題 を発 見 してい るか。
・単元 のね らいに 沿った め あてを設 定 して いるか。

②学習内容の決定 ・課 題 の解決 に向 けて、計 画 的に 学習 を進 めてい るか。
・学習資 料等 を活用 して 、学習 内容 を 決め てい るか。

③調べ方の工夫 ・学 習資 料 ・教材教 具 を活 用 して 学習 の仕方 を工夫 してい るか。
・自己 の生活 経験等 を生か して学 習の 仕方 を工夫 して い るか。
・学 習 資料等 の収集 ・整 理(分 析 ・考察)を して い るか。

④ 自己評価の仕方 ・仲間 の意 見や発表 を 自己の学 習 に生 か してい るか。
・自己の レデ ィネ ス(準 備 状況)を 把握 して いるか。

L

・自己の学習 の習 得状 況や 成果 を把握 して い るか。
」

健 簾 ・安全 に ついての知識 ・理 解」 の観 点の趣 旨
・健 康 ・安全 の意 義 を理解す ると ともに 、心身 の機 能 の発達 や 心 の健 庫 、健 康 と珊 境 、

傷 害 の 防止 、健康 な生活 と疾 病 の 予防 につ いて 、課 題の 解 決 に役 立 つ基礎 的 な事 項
・iい一

着 眼 点 着 眼 点 の 具 体 例

鰍 ・安全①用語の理解 ・用語の意味を理解 しているか。
についての ・用語を日常生活や身近な環境等と関連付けて理解 しているか。

燃 ・邸
②資料の活用の仕 ・学習資料の活用の仕方を理解 しているか。
方とその理解 ・発表の仕方を理解しているか。

③実習技能の理解 ・実習技 能 を身 に付け るた めの方 法 を理 解 して い るか。
・実習技 能 を生活 で活 用す る場 面 を理 解 してい るか。
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皿 指 導 事 例
1体 育分野 「球技」
(1)選 択制授業{球 技:バ スケッ トボール ・バ レーボール)指 導 ・評価計画(第2学 年11時 間扱い)
<学 習のね らい>

Oチ ームや 自己の能力に適 した課題 をもって運動 を行い、技能を身に付 け、作戦を生か した攻防 を展開 したゲー
ムができる。
Oチ ー ムにおける自己の役割 を自覚 し、協力 して練習やゲームができるようにするとともに、健康 ・安全 に留意
できる。

Oチ ー一ムや 自己の能力に適 した課題の解決 を目指 して、ルールを工夫 した り作戦を立てた りして練習やゲームの
行 うこ とが で きる.

果着眼点の柵の0数 字 は.本 噛料3・ 4ベ ー ジ佑1育発・野の4組 点に衰記 してある着眼点を示 している,

段 時 学 習 内 容 碧眼点 着眼点の具体例
階 数 単 習 活 動 悶 思 技 知

1オ リエ ンテー シ ョン】
・種 目を選択 す る。
・学習の進め方の確認す る。 ① ・自己に応 じた学習計画の立て方 を理解 し

(学 習資料 ・カー ドの活用 の仕方 、 て い るか。

1 活動マナーの確認等)
学 ・グル ー ビン ダをす る

■ (チ ー ム決 め、役 割決 め)

【試 しの ゲー ム1
習 2 ・各運動の特性に触れ、楽 しさや喜 ③ ・ル ールを守 ろ うとしてい るか。

び を味わ う。
● ・自己の能力に応 じた種 目を選択す ④ ・自己の レデ ィネス(準 備状況)を 把握 して

1 る 。 い るか。

3 ・ル ール を確 認す る。

【学習計画を立てる①】
・チー ムや 自己の課 題 を設定す る。 ① ・自己の能 力に適 した課題 を般定 して いる
・学 習 計画 を立て る。 か 。

(練 習 内容 の遭択 、ル ール の 工央)
1バ スケ ッ トボール を選択 した例 】

4 ね らい1 ① ・仲間や教師にア ドバイスを求めよ うとし

チームや個人の課題 の解決を図 てい るか。
■ る と ともに、作 戦を立て てゲー ム
を楽 しむ.

5

1課題 の解決 に向けた練習① 】
● ・練 習 内容 を選択 し、工夫す る。 ② ・課題の解決に向けた活動内容 となってい

る か。

⑥ ・作 戦 を立て てゲー ムを行 う。 ③ ・自他のチームに応 じて作戟を立ててゲー

ム等 を行 ってい るか。

● 1第1次 り一 グ戦 】
・技能 の程度 に応 じてルールを工夫 ① ・集 団の中で自己の技能を発揮できている

学 7 す る。 か 。
・相手 チームの特徴を把握す る。
・ゲーム後の評価を基に、新たな課
題 を設定す る.

習
■

ね らい2 ① ・自己の学習の到達状況に応 じて新た な課

技 能の向上 を目指 して課題 の解 題 を設定 しているか。
8 決を図 るとともにチームや個人の
H 特徴 をよ り生かした作戦を立てて

■ ゲー ム を楽 しむ. ① ・種 目の特性に応 じた基礎 ・基本的な技能

がで きてい るか。

【学習計画を立てる②1
9 ・技能の向上 を目指 した課題の解決

に向けて学習計画を作成す る。
騨

1課題の解決に向けた練習②】
10 ・チー・ムや個人の特徴を生か した作 ② ・自己の役割 りを果たそ うと しているか。
戦を実施す るための練習をする。
【第2次 リー グ載 】 ④ ・ゲー ムの運営の仕方 を理解 しているか。

【ま とめの ゲーム1 ② 。目指 してい る技能 恭できてい るか。
11 ・練 習 ・作戦の成果を評価す る。
【全体 のまとめ1 ④ ・自己の学習の成果を把握 しているか,

来時数の欄 のO数 字は、本貰料7ペ ー ジの学習指導案 の本時を示 している。
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(2)本 時の学習指導案(1ユ 時間鍛いの6時 間 目)

(学習のねらい〉◎量■点

⑨ チームや自己の能力に応 じた課題の解決を目指 して、練習方法を工夫 した り作戦 を立ててゲームができる。

O学 習計画に基づいて 自ら主体的に学習活動に取 り組むことができる。

O健 康や安全に留意 して練習やゲームnsで きる。

学 習 内 容 教 師 の か か わ り 芳眼 点及 び着眼点の具 体例

掌 習 活 動 @「 思考 ・判断」の評価活動 ◎=着 眼点 ・=着 眼点の具体 例

一

1出 欠確認、健康状態の

確認

は 2準 備運動

じ 3本 時の学習計画の確認 ・チームや 自己の課題を明擁に し @練 習方法の工夫(思 ・判)

め ・チー ムご とに本 時の学 て、棟習に取 り組むことができる ・既習経験を生か して練習を工夫 してい

習計画及び課題を確認 ように支援する。 るか 。

10 す る。 ・学習資料を活用 して、前時を振 り

分 ・学習 カー ド・作 戦ボー 返 り、自己の技能を把握するよう

ドを使用 して練習方法 に促す.

や作戦を立案する。 ◎チームや個人の課題の解決に向け

た練習の工夫を学習カー ド等か ら

把握 し、評価す る。

4課 題の解決のための練 ・チームや個人の課題の解決に向け ◎活勤内容の決定 〔思 ・判)

習 た練習 となるよ う支援する。 ・課題の解決に向けた活動内容 となって

い るか。

・◎各チームが課題の解決に向けて練 予想 され る活動の例

習を工夫 している状況を観察か ら ・対 面 パ ス ・2メ ンパ ス

把握 し、評価 す る。 ・2対1・3対2な ど

な 5ゲ ー ム

一ね らい

1
チームや個人の課題 ・チームや 個人 の能力を把握 し、そ ◎練習方法の工夫(思 ・判)

の解決 を図るとともに れそれの能力や技能の程度に応じ ・自他 のチー ムに応 じて 作戦 を立 て て、

作戦 を立てて ゲー.ムを て作戦を立てるように助言する。 ゲー ム等 を行 ってい るか。
一か 楽 しむ。 予想 され る工夫例
・ス ク リー ンプ レーや 速攻 の活 用。・ゲーム を通 して、新 た に生 じて く

る課題 に気付 かせ る。 ・マ ン ツー・マ ンや ゾ ー ンデ ィ フ ェ ン

「対戦例 」 スなどの居用

①Aチ ーム 対Bチ ーム
・ゲーム を通 して、互いに評価 し合

35 審判:D い、互いのチームの特徴に気付か

分 ア ドバ イスlC せ る。

②Cチ ーム 対Dチ ーム

審判=A @各 チームの作戦の内容や方法等を

ア ドバ イス=B 観察、学習 カー一ド等か ら把握 し、

艀価する。

ま

と

6整 理運動

め 7本 時の学習のまとめ ・学習カー ド等 を使 って、チ ームの
・チームで本時の学習活 学習成果を把握 し、次回の学習活

5 動の評価を行 う。 動に生かすように助言す る。

分
一一
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2保 健分野 「感染症 とその予防」

(1)指 導 ・評価 計画の例(第3学 年4時 間扱 い)

〔ね らい〕

O感 染症 は、病原体hS環 境を通 じて主体へ感染す ることで起こる病気であることを理解できる。
O感 染症 の予 防には、①感 染源 をな くす ②感染経路 を絶つ ③体の抵抗力を高めるとい う3つ の原則 があ

るこ とを理解 できる。
Oエ イズ及び性感染症の予防方法を身 に付けるとともに、HlV感 染者等とともに支え合って生きてい く社

会の重要性 を理解できる,

時 学 習 内 容 着眼点 着眼点の具体例

聞 学 習 活 動 関 思 知

【感染症の原因 とその予防1一一
ね らい1

感 染症が どのよ うに して起
こるのか、また感 染経路や予

防 ・抵抗力の基碗 的な知識 を

1 身に付 ける。

■ グループ ごとに感 染症の原因 と ① ・学習資料等の活用から課題を発見 しているか
。

感染経路にっいて調べ、発表す
る 。

感染症の予防及び抵抗力と免疫 ① ・用語の意味 を理解 しているか。
について知る

ね らい2
エ イ ズ に つい て 、正 しい 知 ① ・自ら課題 をもって学習に取 り組 もうとしてい る

識を身 に付け、 日常生活では か 。

感染 しないこ とや 予防法を理

解す る。

2 【エイズの概 念 と感染経路】
・グル ー プ でイ ン ター ネ ッ ト等 を ③ ・学習資料の収集 ・整理(分 析 ・考察)を している

活用 し、エイズの概念 と感染経 か 。

路について調べ る

・調べた内容 をグルー プごとに発 ② ・発表 の仕方 を理解 してい るか。
③ 表 す る。

・各 グルー プか ら発表 した内容を ④ ・仲間 の意 見や発表を自己の学習に生か してい る

1学 習 カ ー ドに ま とめ る。 か 。

【エ イズの予防1
4 ・グル ープ ごとにエイ ズの予防方 ② ・仲閻の意見や発表 を聞 こうとしているか。

法について話 し合い、その内容
を画用紙 にま とめ、発表す る。

・各 グループか ら発表 した内容 を ① ・用語 を 日常生活や身近な環境等 と関連付けて理

学 習 カ ー ドに ま とめ る。 解 してい るか。

・エイズ について正 しい理解 をす ④ ・自己の学習 の習得状況 や成果 を把 握 してい る

る 。 か 。

【エイズ と社会問題 】
・学 習 した こ とをま とめ なが ら、 ① ・日常生活や身近な環競等 と関連付 けて理解 して

エイ ズや感染症 について正 しい い る か 。

理解の基、 ともに支え合 って生
きてい く重要性 を理解する。
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(2)本 時 の学習指導案(4時 間扱いの3時 聞 目)
〈学習のね らい〉◎三重点

◎エイズ や性感染症 の予肪法 について、 日常生活を通 して正 しい理解をすることがで書る。

学 習 内 容

1

教 師 の か か わ り 着 眼 点及 び着 眼 点 の具 体 例

学 習 活 動 ◎ 「思考 ・判 断」の評価活動 @=着 眼点 ・=着 眼点の具体例

1出 欠確認、本時 ・発表 用 プ ロジェ クター準備 す る。

は の学習内容の建 ・発表の仕方 を説 明す る,

じ 認
め 2グ ループの発表 ・グループ毎に学習の準備状沢を確

5 の手 順 の理解 、 認 す る.

分 発表順の確認 ・

遡備

3グ ル ー プ によ る ・発表 の 仕方 につ いて助言す る、

発表
'エ イ ズ の概 念

、 ◎各グループの発表内容を参考に し ◎ 自己評価の仕方{思 ・判)

感染経路等につ て、学 習 カー ド等 をま とめて い る ・仲間の意見や発衷 を自己の学 習 に生か し

いて調 べ た こ と か を把 握 し、評 価す る。 て い る か。

をグループごと ◎資料 の活用の仕方 とその理解(知 ・理)

に発表す る ・発 表 の仕 方 を理 解 してい るか
。

(発表時間各3分)

な

4発 表 内容 のま と

め

・病原 体 の名 称 、

概 念 、感 染経 路、

か 発病 までの経過 ・発表 内容 を参 考 に、エ イ ズの概念 、

等にっいてまと 感染経路等についてのまとめ方を

35 め る。 助 言す る。

分
5ダ ル ー プに よる

話 し合い
・エ イ ズ につ いて ◎グルー プ内の仲間の意見を参者に ◎自己評価の仕方(思 ・判〕

正 しい知識から して 、 自分 の意 見 を学 習カー ド等 ・仲間の意見や発衷 を 自己の学習 に生か し

予防法を話し合 にまとめてい るか を把握し、評価 てい るか。

い 、 ま とめ る。 す る 。

・各グループの話 し合 いの内容を把 ◎協 力性(関 ・意 ・態 〕

握 し、 必要 に応 じて助 言す る。 ・仲 間 の意 見や発 表 を聞 こ うと して いるか 。

6グ ルー プに よる ・ま とめ方 にっ いて支援 す る。

話 し合 いのまと

めの発表
・予 防法 につ いて ・日常生活 に関す ることを中心にと

グル ー プ ご とに らえ る よ う助 言す る。

発 表 す る。 ・エ イズ にっ いて 正 しい理解 が され ◎ 用語の理解(知 ・理)

ているかを発表内容及び学習カー ・用語 を 日常生活や身近 な環境等 と関連付

ド等か ら把握する。 けて理餌 しているか。

ま 7本 時のま とめ ◎ 日常生活では感築 しないことを重 ⑪ 白己評価の仕方(思 ・判}

と ・予 防 法 につ いて 点にまとめて いるか を学習カー ド ・自己の学習の習得状況や 成果 を把握 して

め 学習 カー ドにま 等 か ら把 握 し、評価 す る。 い る か.

と め る。

10 8次 時 の予告 ・次 時の 連 絡を す る.

分 ・学 習カ ー ドを 回収す る。
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「感 染症 とその予防 」 における事例

④ 自己騨値の忙方;仲 闘の窟見や発衰を自己の学冒に隻かしているか。

 

2

`

まを
で
し

分
の
断

部
な
判

一
況
と

、状
る

に
る
す

り
い
要
た

3
な
て
を
し

徒
分
め
力
と

生
自
と
努
C

O

支↓

畢

り

2
の

、る
足
た

徒
間
に
い
満
し

生
仲
考
て
ね
と

O

分
き鍵鞍聾隠皇醐

蘇

☆

参
め
む
3

を
と
お

、

容
ま
お
し

内
を

、断

表
え
で
判

発
考
の
と

や
の
な
る

見
己
況
き

意
自
状
で

支↓

参
し
た
て
足

・

を
理
新
け
満
た

容
整

、付
分
し

内
を
に
見
+
と

表
え
も
を

、
^

`
擁

欝

見
己
る
問
な
判

意
自
め
や
況
と

ー
の

、と
題
状
る

徒
間
に
ま
課
る
き

生
仲
考
て
な
い
で

O

盛雛
猛

整
新
け
援

を

・付
支

え
ら
見
に

考
か
を
う

の
中
点
よ

己
た
題
る

自
め
間
き

☆

支■

て
る
容
で

し
え
内
が

対
伝
だ
と

に
を
ん
こ
乱

表
見
学
る
す

発
意
ら
め
搬

や
や
自
と
支

見
え

、ま
に

意
考
て
に
う

の
の
し
確
よ

間
己
ど
的
る

仲
自
な
を
き

★

IX成 果 と 今 後 の 課 題

1成 果

{1)観 点別学 習状 況の各観点 の考 え方 を例示 した ことに よって 、教師 間にお ける各観 点の共通理解 が

図 りやす くな った。

(2)着 眼 点の 具体例 を参 考に して、指導 のね らい をよb明 確にす る ことができた。

(3)「 思 考 ・判 断 」を重 点化 した指導 ・評価 計画及び学習指 導案 を例 示す るこ とで 、保 健体 育にお け

る 「思考 ・判 断」 の評価 例を具体的 に示す こ とができた。

(4)「 思考 ・判 断」の 評価 後の指 導事例 を示す ことに よって、 「思考 ・判 断」 を重視 した指導 の在 り

方を よ り深 め るこ とがで きた。

2課 題

(1)「 思 考 ・判 断 」の評価 後におけ る指導及 び学習活動への支援 の在 り方 に関す る継続 的な研 究開発

が必 要 であ る。

{2)生 徒 の学 習活動 にお いて 「思考 ・判 断」 を評 価するた めの場の設定 を多く し、よ り工夫す るこ と

が 必 要 で あ る。

(3)生 徒 に よ る 自 己 ・相 互 評 価 を重 視 し、 教 師 の 「思 考 ・判 断Jの 評 価 の 参 考 と な る学 習 カ ー ド等 の

工夫 を 一 層 図 る こ とが 必 要 で あ る。
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